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第1期（平成28年7月 29年6月）かわさき健幸福寿プロジェクト 実施状況について④

●第2期プロジェクトへの参加状況について
（平成29年8月18日現在）
◆参加申請事業所数 ⇒270事業所
◆参加意向のある事業所（※1） ⇒ 43事業所 合計 313事業所
◆参加対象者数 ⇒350名
◆参加意向のある方（※1 ） ⇒113名 合計 463名

（※１）電話等           参加意思確認 行  
いるが、申請書、同意書の一方または双方の提出が
これからの場合を「参加意向あり」としている。

●第1期プロジェクトを通じて得た課題について
◆プロジェクト参加時における事務手続きの煩雑さ。
◆本人・ご家族の同意を得ることに時間を要する。
◆利用者         維持
◆       理解 事業所 新規参加 促進

●第2期プロジェクトへむけた改善点について
①参加要件の緩和（直近の要介護認定が初めての方や要介護認定調査時に入院
していた方を参加対象とする）や、手続きの簡素化を実施（ケアプランの提出を求
めないことや様式の簡素化）

②プロジェクトの趣旨について利用者  家族 事業所  他市民 向 広報 実施
（リーフレットの作成・配布、参加者募集説明会の開催（平成29年5月）等）
③参加利用者 対  参加 証           配布
④第１期参加事業所への継続した取組を促すとともに、新規事業所に対し個別訪問
等 行         理解   取組趣旨 説明 参加意向 確認 行   

11 第1期プロジェクトの総括と第2期プロジェクトの参加状況

●第1期プロジェクトの総括について
◆取組効果把握調査の実施結果
 事業所     職員 要介護度等 改善 維持 意識    細      提供
を常に心がけられるようになった。
         他     他職種間 連携強化   要介護度等 改善 維
持 向  行動 変化 見   結果    プロジェクト参加を通じ、34名の
要介護度の改善と105名 要介護度 維持等に寄与
 事業所 行動変化 利用者及 御家族 積極的 要介護度等 改善 維持 向
けた意欲の向上につながっていることを確認した。

◆事例発表会 開催（平成29年4月）
・第1期プロジェクト参加4事業所    創意工夫 見   取組 報告
 利用者 主役      再認識 自立支援 向  質 高    実現 向 
参加事業所間 共有 行  

＜要介護度 改善   方 現状    （一例）＞
※あきらめていた故郷 鹿児島  飛行機 利用  自分 足 里帰      
※今までよりも意欲的にデイサービスに通われ、新たな目標にまい進されている。
※要介護度 改善           通  回数 減        代替    
老人    家    通    在宅 元気 生活       

本       円滑  効果的 取組     適宜見直  予定
◆ 本市 含 自治体   構成    介護    質 評価先行自治体
検討協議会    国      要望行動    制度  反映 目指
していく。



事業所へのインセンティブ（認証シール） 
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第1期表彰式&記念講演第1期表彰式&記念講演

お気軽に
お越しください

川崎市健康福祉局長寿社会部高齢者事業推進課
☎044ｰ200ｰ2454

お問い合わせ

かわさき健幸福寿プロジェクトかわさき健幸福寿プロジェクト

予約
不要

入場
無料

かわさき健幸福寿プロジェクト

介護が必要になっても……
　　「したい」「やりたい」をあきらめない！
　　　　　　　　　　　介護サービス事業所とともに。

け  ん こ  う ふ  く じゅ

8月25日（金）平成
29年
午後2時～午後4時（開場午後1時30分）

会 
場

エポックなかはら 3 階 大ホール
（川崎市総合福祉センター）
川崎市中原区上小田中6丁目22番5号
※駐車場はございません。公共交通機関でのご来場をお願いいたします。

小山 明子

福田紀彦市長挨拶第1部

成果をあげた事業所の表彰式第2部

「妻として、女優として～夫・大島渚と
　二人三脚で乗り越えた介護の日々～」

第3部

記念
講演

日 

時

改札口より徒歩1分です。改札口を出て右手の連絡通路をご利用ください。

コンビニ

連絡通路

交番

会 場地 図

エポックなかはら

武蔵中原駅

©小尾淳介



かわさき健幸福寿プロジェクトかわさき健幸福寿プロジェクト
け  ん こ  う ふ  く じゅ

このシールが
貼ってあるところが、
成果をあげた
事業所です！

取組中の
事業所の目印は
コレ！

参加者
募集中！

第２期（平成２９年７月～３０年６月）かわさき健幸福寿プロジェクト
　平成29年7月1日から30年6月30日までの1年間をサイクルとして、本プロジェ
クトに参加いただいた介護サービス事業所が、利用者の希望を踏まえ、要介護度や日
常生活動作（ADL）の改善・維持に取り組んでいただき、一定の成果を上げた事業所（チー
ム）に対し、成果に応じたインセンティブを付与します。

インセンティブの内容

12 3

参加ご希望の方は、介護サービス事業所へご相談ください。

市長表彰、報奨金、成果を上げたことを示す認証シール、
川崎市公式ホームページ等への掲載など

　要介護状態の改善・維持は、介護保険制度のサービスが目標とするものの一つです。
　たとえ介護が必要になっても高齢者の皆様の「したい」「やりたい」をあきらめな
いでほしいという願いを込めて平成 26 年 4 月に設置したのが「かわさき健幸福寿プ
ロジェクト」です。
　具体的には、要介護度等の改善・維持に積極的に取り組んだ介護サービス事業所を
評価する仕組みにより、事業所全体のモチベーション向上、サービス利用者・御家族
の要介護度等の改善・維持に対する意欲の向上などにより、介護サービスの質が向上
していくことを目的とした本市独自の事業です。

川崎市長
福田 紀彦

参加には事業所による所定の手続きが必要となります。

●要介護度等の改善・維持に向けた意欲がある方
●平成29年 7月 1日時点で要介護1～5の認定を受けている方
●その他、次のいずれにも該当しない方
・直近の要介護認定時と比較して、プロジェクト参加申請時点の心身状況に著しい改
善が見られる方

・給付制限等の対象となっている方
※その他詳しい要件はホームページをご覧ください。

参加資格


